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黄色葡萄状球菌ノ胸膝内感染ニ封

ス Jレ同名菌生・煮雨免疫元ノ局所

治療的乃至宝象防的差別ニ就テ

京都帝岡大里書留皐昔日外科撃研究室（鳥潟教慢指導）

富田正来

Unterschied zwischen dem Nativantigen und dem 
Koktoantigen in ihrer prophylaktischen bzw. thera-
peutischen Wirkung beim Eindringen der Mikroben 

in die Brusthohle. 
Von 

M. Tomita. 
(Aus dem Laboratorium der Kais. chir. Universitatsklinik Kyoto. 

(Prof. Dr. R. Torikata.) 

1緒言

生売疫元ト煮発疫元ト J閉ニハ穎著ノ差別アルモ ノニシテ前者ハ後者ヨリモ発疫元

性能働力小ナルモノタJレコトハ既ニ立謹セラレタ Jレ事費ナリ n

余等ハ本報告ニ於テ健常家兎胸腔ガ黄色葡萄AA球菌ノ感染テ蒙ルニ嘗リ同名菌生・

煮雨抗原ガ一面治療的他面致防的ノ意味ニ於テ果シテ如何ナ Jレ程度ノ差別予示スbテ

寅験結果ニ匡サント欲ス。

2 賓験材料

生穂波（N.F.）及ピ煮櫨液（F.K.）。

黄色葡萄肱球菌 24時間内汁純培養テ氷室中ニ静置スルコト 5日間ニシテ取出シ陶土

浦過器テ以テ浦温シ得タル生雄液（N.F.）ハ石炭酸等ノ防腐剤ヲ添加スルコトナク質験

ニ依シタリ。

生描液テ概民100度ニテ沸騰シッ、アル重湯煎中ニ テ20分間煮沸シタリ 此際沈澱モ

調濁モ費生セズ液ハ依然 トシテ＊様途明ナリ。是印チ煮櫨波（F.K.）ー シテ防腐剛ハ

添加セダリキ。

黄色葡萄秋球菌生菌浮遊液（試献感染用）。

黄色葡街欣球菌24時間培養一斜面ア 0.85諒菌食瞳水ノ 30.0括ニ均等ニ浮遊・セシメシ

モ／ナリ。該生商浮遊液1.0詫中ノ菌量約0.0011ナリキ。



冨岡・黄色葡萄状球菌ノ胸腔内感染＝封スノレ周各菌生・煮雨免 ・1::;
疫元／局所治療的乃至古島防的差別j＝就テ

政色葡萄欣球菌加熱しワクチン＇（試歓中毒用）。

黄色葡街欣球菌24時間培養一斜面テ 0.85滅菌食盤水部O括ニ浮遊セ シメ揖氏 60度

0分間加熱セ Jレモノーシテ其ノ 1.0詫i:pιハ菌量的0.0014姥テ含有セリ。而シテ石炭俄

テ加フルコトナク氷室ニ貯ヘタリ。

3 生穂波及ピ煮i慮；夜J：最小致死量

腫重130瓦内外ノ健康家兎教頭テ取リ之ニ針スル負＝色葡萄蹴球菌生・煮雨繍波ノ；最小

致死量テ測定セ ントセシモ動揺甚ダシク不可能ニ終リタリ n 従テ L＜＂ク ス寸ニ撃すスJレ最

小致死量J t予測定シタリ。其ノ成績ハ第1表ニ示サレタリ。

第 1 奈

生市電波煮鴻液及ピ肉汁（石炭酸ノ混入無シ）ノ封しマウス守最少致死量

五 披 ｜（京重）I生守糠護液持旬¥24鱒時蹄間llL番マウ披ス，i（玄重）I号、穂室波宇12内4欄時間II（番マウ競ス）｜四（京重）｜｜｜号室汁子←｝炉祥時事間腸
1 9.5 5.0 死 11 10.0 4.o I死｜ :n 死

．“ ， 11.0 5.0 死 12 10.5 4.0 死 M・》d・ー》 13.0 ：：；，り 死

・－・> ll.O 4.り 死 l:J 10.5 3.5 死 23 13.5 1).0 死

4 10.0 4.0 死 14 !J.O 3,,3 ！死 :H 16.0 4.0 生

。 10.0 3.0 生 15 15.0 3.3 生 2•) 16.け 4.0 予E

日 10.0 3.0 死 16 10.δ 3.3 死 26 つ（｝ ;},;j 死

7 11.5 2.5 生 12.0 3.0 生 '27 12.0 3.5 死

8 10.0 2.3 生 18 10.0 3.0 生 2:-l 9.0 3.3 生

。 12.0 2.0 生 H) 10.0 2.5 生 29 8.0 3.0 生

10 11.0 2.0 生 20 11.0 2.5 生 30 8.5 3.0 生

所 見

針L＜＂ウス寸最 小致死量ハ生浦液ニテ3.0詫煮稿、液ニテハ3.3詫肉汁（針照）ニテハ3.5耗

ナリキ。帥チ生櫨液針煮描液毒カノ比ハ3.0: 3.3 = 1 : 1.1トナリ タリ。

4. 賓験第1. 胸腔J感染z封ス＇＂生 i慮；夜乃至煮：慮波J局所性治療物作用

関重2Jtf内外ノ健常家兎2頭宛テ一群ト ナシ各家兎ノ雨側胸腔内ニ黄色葡萄欣球菌生

菌浮遊液2か沌従テ注射シ共ヨリ 8時間後ニ於テー聞胸腔内ニ煮櫨液 3ふ沌テ．他側胸腔

内ーハ生櫨液30姥テバ注入シ，其後30分ヨ リ24時間同迄ノ 一定時間ニ於テ都合6回雨側

胸腔液テ毛細管4 テ探取シ喰菌作用ノ大小テ検査シ得タ Jレ成績ハ第2蓑第1闘ニ掲グラ

レタリ。 胸腔内へ注射スJレニハ先端テ鈍国ナ ラシメタル注射針テ用ヒ中寓服線ニテ第

七乃至第八肋間テ濯ペリ． 現毛後皮！蒔ニ小切開テ加へタリ。注射ニ際 シテハ決シテ暴
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力テ用フルコトナ ク厳ニ出血テ忌ム（出血テ件フ時，、数度ノ胸腔液採取ノ際該液中一

混ジ来リ検査ニ誤謬テ来スベシ）。針端ノ抵抗無クナルテ待チテ針テ内下方ニ向ハシメ

テ徐々ニ抗原液（生浦波，煮浦液乃至肉汁液）テ注射セリ胸腔液摂取ニハ一種ノ毛細管

テ製シテ用ヒ タ＇）n本務ノ先端ハ圃ク閉鎖サレ軟部組織，肺賓質／損傷出血テ防止ス

Jレ便アリ 先端ニ近ク横ニ1）、園孔テ布ス Jレモ Jーシテ他端ニ膨隆テ作リ其ノ端ニ Lコ”
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第ー圃 胸腔ノ感染（黄色葡萄状球菌）＝封；；；＜.Jレ同名菌接

養生滅液乃至煮詰置液ノ治療的作用（第＝表参照）
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冨岡 黄色葡萄状球菌ノ）胸腔内感染＝針スル同名蔚生・煮爾免 47 
疫元ノ局所治療約乃至橡防的差別＝就テ

ム「管テ附セリ。胸腔波探取ニ際シテハ普通吸引テ要セタ！）レモノーシテ若シ胸腔内座

下降セ Jレ鵡，液ノ自然ニ毛細管腔ニ充満シ来ラザル時ハL寸司ム管1ノ他端ニ夏ニ冊、子管

テバ附シアル二ヨリ之ニヨリア吸引採取シタリ。

家兎胸腔液中ノ遜走細胞ハ慣性L.エ才ジン「噌好細胞，異性Lヱオシン1噌好細胞，肥

牌細胞，淋巴球及ピ大軍緩細胞ノ五群ニ大別セリ 組織球性細胞，肋膜固有細胞等ハ大

軍核細胞中ニ算入シLプラス 7 寸細胞ハ淋巴球ニ算入 シタ リ。

所見概括

(1）家兎第1競及ピ第2暁ノ両側胸腔液ハ共ニ6時間迄淡黄白色ニ調濁セリ 第 1競右

側胸腔液（煮描波）ハ24時間目ーハ梢々粘明性ニ富メルモ左側胸腔液（生櫨液）及ピ第

競家兎ノ閑側ノモノ ハ依然ト シテ淡黄白色混濁セル液ナリ キ。

(2）煮措波及ピ生櫨液注射後 24時間迄ノ各種遊走細胞ノ種類 100分率及ピ時間的推

移ハモ穴ノ如シ。

慣性 Lエオジン「 l者好細胞ハ全遊走細胞中最多数テ占メ生鴻液叉ハ煮鴻液注射後6時

間迄ハ大館ニ於テ著シキ費化無クレドモ30分間 ...：..99%ニ迄達セルモ共後観メ テ徐々ニ

減少シ2時間目ニハ再ピ98.5%トナ レリ 共後ハ叉減少ノ傾向テ示シ24時間目ニハ79%

テ示シ6回検斎線利ニテハ生・煮雨穂波ノ間ニ於ナJレ差異ハ555（煮）・ 572.5（生）ーシテ

生浦、液ノ；揚合僅ニ大ナリキ。

異性Lエオ ジン寸細胞ハ1.5%以下ニ シテ一定ノ増減テ認メ ずリキ。

淋巴球ハ最少 0.5%ヨリ最多6.5%ノ間テ往来シ生・煮雨櫨液ノ間ニ差異ナカ リキ。 (, 

大軍按柵胞ハ全遊走細胞中比較的多数出現シ時間ノ推移ニ従 ヒテ漸次増加シ来リ（2

時間乃至24時間目）最多13%テ示セリ 6回検査ノ線、和ハ生滞液，煮穂波ノ間ニ於テ 24.5

（煮） : 8.5 （生）ーシテ煮櫨液ノ揚合多数ナ リキ。

(3）胸腔液中遊走細胞ノ種額

慣性しエ才 ジン寸噌好細胞遊走細胞中ノ大部テ占ムル多核白血球ハギムザ波氏ニテ

染色スル時ハ皆多少ノ饗化テ蒙リ樟胞内ニ美麗ナル類粒テ有スルモノ少シ 退行卦l~I:

度ハ綾ニ於テモ見ラレ完全ナル按綱少キモノ，青藍色叉ハ Lピクノーゼ1 ニ陥レルモノ

或ハ染色力テ失ヒ テ淡紅色陵旗物様トナリ所謂 しカリオリーゼ寸ニ陥Jレモ ノモ亦散見シ

タリ。艶｜生度ハ時間ノ推移ニ卒行シタリ。

異性しヱ才ジン寸噌好細胞ハ出現少カ リキ。

淋巴球殆ンド；J、淋巴球ニシテ大淋巴球時有ナ リキ。

組織球性細胞 出現率比較的多ク形態一見シテ直チニ鑑識シ得多クハ｛関空Lエ才 ジ

ン寸噌好細胞ノ4乃至5倍大程ノ巨大ナル形態ナリキ，腎臓，楠園叉ハ馬蹄形ノ核テイTシ



48 日本外科賓耐第七巻附銭

按網組槌且淡染シテ原形質ユ偏位セリ 原形質／景ハ豊富睡基性ニ談染シ質性ニffi）レ

事組テ少カリキ。

肋膜間有細胞（多稜形細胞） 儒性Lエ才ジン寸噌好細胞ノ 3乃至4倍大或ハ共以上ノモ

ノモアリキ 数個繁集セ Jレモノハ定型的多稜形テナセドモ個々狐立セルモノハ闘形ニ

近キ形態テ取レリ 按網欄草野護染，按ハ嗣形ユシテ原形質／中央ニ位セリ 原形質ハ大

ニシテ臨基性ニ濃染セリ 費性ニ陥レJレモノ少カリキ。

(4）胸腔内ニ於テ細菌ノ食喰作用テ旺盛ニ替ムモノハ偲性Lエヰジン1 噌好細胞，組

織球性細胞及ピ寛・11：しエ才ジン1噌好細胞ニシテ淋巴球，内皮細胞ハ細菌テ喰燈ス Jレコ

トナカリ キ。

(5）細胞テ現ニ飽喰セル喰柵胞数ハ生鴻波テ注射セラレタル胸腔側ハ40ふ煮穂波注

射ノ胸院側ハ64ニシテ 100（生） : 153 （煮）ノ比テ示シタリ（第1嗣参照）。

(6）被喰菌数ハ煮浦液胸腔ハ113，生猫液胸腔ハ 59.5ニシア 100（生） : 189 （煮）ナリ

。
キ

(7）喰細胞 t被喰菌数トノ和朗チ喰蕗i子教ハ生鴻液胸腔側100，煮鴻液胸腔側ハ177,

ーシテ梅段ノ差テ示シタリ。（第一樹）

煮i慮液テ注射セラレタ Jレ胸腔側ノ I食J:J!4子教ト生温液テ注射セラレタ Jレ胸腔側ノ喰菌

子教トハ投射後 2時間同ニ於テノ i生櫨液側ノ方大トナリタレ共共他ノ経過時間ニ於

テハ毎常明確ニ煮j慮液側大ナリキ 印チ煮浦波側ニ於テハ注射後徐々 ニ喰菌子重量／増

加テ示シ1時間Pl－＇－ハ 24ニシテ共後場加ノ程度念激ナラザレドモ6時間目ニ至リ32トナ

リ24時間日ニ急激ニ上昇セリ，生鴻液側ノI食蘭子数ハ注射後漸次培加 シテ2時間日最

多30ニ主主シ共後再ピ下降シ24時間目ニモリア叉々精力日シタリ。

5. 賓験第2。胸腔J感染z封スル煮；車液J局所性治療的作用

f住常家兎（2頭宛）ノ N~側胸腔内ニ黄色街萄欣球菌生菌浮遊液2.0 粍宛テ注射シタル後

a時間一シテー側胸腔へ煮浦波3.3粍テ．他側胸院へ肉汁（ます照） 3.5詫テ注射シ共後30
分ヨリ24時間同迄ノ間二都合 6回胸腔液テ取リ喰櫨作用ノ推移テ検シタ ルニ第 3表第

2岡ノ所見テ得タリ。



富岡・黄色葡菊状球菌ノ胸腔内感染＝費スJレ同名蘭生・煮雨免 40 
疫元／局所治療的乃至霊長防的差別＝就テ

第 5表 家兎胸腔内＝生葡萄状球菌液2.0.c.c.宛ヲ注入シ

8時間後煮詰意液乃至肉汁ヲ注射シタノレ際ノ！掬腔

液中＝於ケJレ喰菌作用（第 2園参照）

家 抗後胸注遊走細胞中 ｜｜ 仮F喰J オシ ~書エ好オジン1 大単核細胞 肥粋細胞 淋球巴原時股入 百倒 ン好細胞 細胞

兎 注問 内液喰｜菌｜子 % ｜喰｜菌 μ｜喰｜菌 % ｜喰｜菌 % ｜喰｜菌 ラ4入

35｝~ 三

8'.I{. 6オ十十1十十1凶…0 5.0 10.5 1.0 。。2.5 。。。。。6. 
4及続 十分 肉汁 3 3 51 6.5 !.10. 5 3.0 3.5 1.0 。。2.5 。。。。。6. 
同 F.K. 4.5 8.5jl3.0 92. 5 4.5 8.5 。・o 。1.5 。。。。。6. 
時 肉汁 2.0 2.0i 4.0 !l7. 5 2.0 2.0 。。。2.0 。。。。。0. 

上 間

同 F.K.! 1.5 2.5, 4.い。 1.5 2.5 。。。1.0 。。。。。5. 
時 内汁 0.5 0.5 1.01 !.l6. 5 0.5 0.5 。。。0.5 。。。。。ミ。}. 

上 間

同 四 4.0 8.0 。。。1.0 。。。。。2. 
時 肉汁 3.5 3. 7.0 96. 5 3.0 3.0 0.5 。。2.5 0.5 0.5; 0 。。0. 

上 間

同 ム，、
F.K. 3.0 3. 6.5 !.l4. 0 2.5 3.0 0.5 。。4.5 0.5 0.5 。。。1. 日寺 肉汁 2.5 2. 5.0 !J7. 0 2.5 2.5 o .. 5 。。2.5 。。。。。。

上 開

同 日ー ~~1 ~：~.叶2.~Zヨ 5.5 9.5 0.5 。0 16.0 4.0 。時
内 3.51 3 5 7 0 92. 0 3.0 3.0 。。0 6.5 0.5 0. 0 。0 l. 上 間 5 

）~：：~） ~わ引

第二圃 胸腔ノ感染（黄色葡萄吠球菌）＝艶スノレ同名菌培

養煮穂波ノ治療的作用 （第三表参照）
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所見概括

(1）家兎第3放及第4続ノi菊側胸臆液共ニ6時間迄ハ淡黄水準家液ニシテ不透明ナリシ

モ24時間目ニ至 リ第3抗家兎左右雨胸腔液ハ淡黄字L白色膿様ナル粘欄液ナリ キ，第4競
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胸腔液ハ24時間後毛依然談黄水様不透明被ナリキ。

(2）煮鴻液及ピ肉汁注射後 24時間目迄ノ各遊・走細胞ノ 100分卒及ピ時間的推移ハ略

々寅験第1ト相似タリ帥チ

偲性「エ才クン」細胞ハ全議走細胞中常ニ 90%以上安占メ最多数ナリキ・注射後30分

ヨリ6時間迄ハ大惜ニ於テ動揺少キモ肉汁ノ揚合注射後1時間目ニ於テ 97.5%ニ逮シ煮

詰置液ノ揚合 4時間同ニ於テ %.5%ニ迄達セリ．共後時間ノj経過ス Jレニ従ヒテ減少ノ傾

向テ示シタリ，検査6厄lノ線和ニテハ肉汁ハ 570，煮描波549.5ニシテ肉汁ノ揚合僅ニ大

ナリキ。

淋巴球ハ6%以下異性しエオジン「噌好綱胞ハ 1%以下ニシテ時間Ii経過スルニ連

レ何レモ誠少セリ而シテ煮櫨波ト肉汁液1・ノ間ニ差異テ認メずリキ。

大軍按細胞ハ前二者ヨリハ比較的多数ニ遊向スルテ認メタリ， 24時間目ーハ 16%ニ

迄建シタリ，検査6回ノ綿和ニ於テ煮i慮波及ピ肉汁ハ夫々 26.5（煮） : 16.5 (f央：J) ーシテ

煮浦液ノ方多数ナリキ《

(3）細菌テ食喰セル喰細胞ハ｛関空.Lエ才 yン寸噌好細胞及ピ組織球性細胞が主ナル事

賓験第1ト同様ニシテ繭他ノ細胞ハ喰儲作fljニ干輿七ずリキ，喰締i胞敢ハ煮i慮液胸院

側27.5，肉汁胸腔側15ナリキ。

r41被喰菌数ハ煮瀦液側51.5肉汁側15.5ナリキ。

(5）喰菌子数ハ煮鴻液注射ノ方肉汁注射ノ プfヨリモ大ーシテ前者ハ79後者ハ30.5帥

チ100（肉汁） : 259（煮） ノ比トナレリ（第3表第2闘）。

煮j愈液テ注射シタル胸院側及ピ肉汁テ主主射シタル胸院側ノ喰琵H・教ノ時間的i自長予

見ルニ30分間ニ於テ共ニ最大ムシテ共後ハ時間ノ経過スルニ従ヒテ漸次減少シ24時間

目ユ歪 リ煮鴻液側濁リ上昇セリ，煮i慮液，肉汁間ノ差異ハ30分1時間及ピ24時間同ノ検

査ニ於テ頴著ニ認、メラレタリ

6. 賓輪第3。胸腔J感染＝劃ス＇＂生漉液 J局所性治療的作用

黄色葡萄欣球菌生菌浮遊液 2.0耗宛テ健常家兎（ 2頭宛）ノ 雨側胸膜腔内へ注射シ置

キ其ノ後8時間ニシテー側胸腔へ同名菌生浦液3.0耗テ．他側胸腔内へ肉汁 （針J!の3.5

詫テ夫々注射シ其後30分目ヨリ 24時間百二五Jレ経過中ニ都合6回各側胸腔液テ探取シ

喰菌作用テ検査シタ Jレニ第4表及ピ第3嗣ノ成績テ得タリ。
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E量元／局所治療的乃至珠防的差｝.；IJ：.就テ

家兎胸腔内＝生衛帯電状球菌液2.0c・C・宛ヲ注入シ日

時間後生漉液乃至肉汁ヲ注射シタル際ノ胸股液

中＝於ケル喰菌作用（第 3闘参照）

第 4表

問題担i些
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胸腔ノ感染ぐ黄色葡帯電欣玉事前〉＝重苦スJレ同名菌培

養生i穂波ノ治療的作用 （第四表参照）
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括櫛見所

(1)家兎第5競雨側胸腔波ハ30分ヨリ 6時間迄談業梢々白色テ帯ペル掴濁波ナリキ。

右側胸腔液（肉汁）ハ24時間関ーハ字l白色粘欄性ノ抜ナ レドモ左側胸腔液 （生穂波）ハ向



52 日 本 外 科 事E 画 第 -(:; 著書 附 鎌

淡黄精々乳白不透明ナル液ナリキ．第6説家兎雨側胸腔液ハ 30分ヨリ 24時間迄淡黄色

梢々粘欄性テ及ペル混濁液ナリキ。

。）生i慮液肉汁注射後24時間迄ノ6回ニ亘リ検出シタル遁走細胞ノ 100分率及ピ時間

的動揺ハ次ノ如シ。

偲性しエ才ジン寸噌好細胞ハ遊出細胞中ノ主要ナル地位テ占メ大多数ナリ.30分目99

%ニ建シ時間ノ経過ス Jレニ従ヒテ艇メテ徐々ニ減少ニ趣キ24時間目ニハ遂ニ 86.5%迄

ニ及ペリ 6回検査ノ綿和教ノ示ス生浦液劉肉汁ノ比ハ郎チ571: 573.5ーシテ雨者ノ間

ニ差異テ認メザリキ

異性Lエ才ジン「噌好細胞ハ 1.5%以内，淋巴球ハ 6%以下ニ シテ一定ノ動揺テ示サザ

リキ

大軍核細胞ハ部i二者ヨリハ幾分多数ニ Hl現シ綿和ニ於テ生精液針肉汁ノ；示ス敷ハ

14.5 :14ニシテ雨者ノ間エ於テ是モ亦差異無カリキ

(3）制菌テ喰燈スJレ喰細胞，、主ニf段.，，

共他／遊走細胞ノ、飴リ食喰セザ：｝レコト前記賓験第1,2ト同様ニ シテ喰細胞重主ノ、生櫨波

注射胸腔側52.5肉汁注射胸腔側31ナリキ。

(4）被喰菌数ハ肉汁注射／；場合63，生浦波注射ノ揚合ハ85.5ニシテ大ナリキ。

(5）喰菌子教モ亦生精液胸腔側ニ於テハ 138，肉汁胸腔側ハ94ーシテ卸チ100（肉汁）

: 147（生）ノ比トナレリ。

喰蘭子教ノ時間的推移テ見Jレニ生溜液，肉汁（封照）／；場合共ニ卒行シテ注射後時間

Ji経過ニ従ヒ テ漸次増加シ4時間後ニハ頂賭ニ建シ其後再ピ下降 シタリ，2時間乃至4時

間後ニハ生液波及ピ肉汁波ノ！揚合ノ喰菌子ハ額二差異テ認メラレタリ．長時間ノ経過

帥24時間目ニ至レパ念角度ニ喰菌子教ハ上昇シタレドモ 生櫨液肉汁雨者ノ閉ニ差異ハ

認、メ ラレザリキ（第3闘）。

「
4・ 所見線括及ピ考究

第2乃至第4表ヨリ毛穴ノ；第5表テ得タリ。

(1）全遊ー走細胞中ノ I喰燈作用品針シ重要ナ Jレ地位テl円ム Jレモ／ハ慣性Lエ才 ジン寸堵

好細胞及ピ組織球性細胞ノ 2種ナル事テ認メタリ。

12）而シテ共等ノ 2種類ノ綿和テ観察シタルニ煮－滅液テ注射セラ レタJレ胸腔液中一

遊flIシタ Jレ恨i')'f:_t__ ~.！.三三－~~香－~王制．胆ノ綿平日ハ生櫨波或ハ肉汁テ注射セ ラ レタル胸腔中

ニ於クル同綱胞ノ出現数綿和ヨリモ僅ニ小ナリキ，然シナガラ組織球性細胞ノ.！tJ現教

組何千於テハ煮穂波テ注射七ラ レタル胸腔側ノ方 .1':減液或ハ肉汁テ投射セラレタJレ，

胸腔側用.・1. .モ i壬竺大t. •1..士。
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疫元ノ局所治療的乃至濠防的差別＝就テ

第 5表 胸腔／：黄色葡萄状球菌生前感染＝封スル同名蘭生・者：爾
穂波ノ治療的作用（喰菌作用）／総括 （第2、3,4表参照）

哨.：l~§H遊剖蜘個中 仮性Lエオジ：..－＇n書好細胞 大皐核細胞（組織球）

験き費 用ぎ喰｜菌 ｜子 % ｜喰｜菌 ｜子 %｜喰 ｜菌｜子

験第貧2士一~ F.K. 3.8 64.0 113.0 177.0 555.0 60.5 105 . .5 166.0 24.5 3.0 

ーさ
N.F. 3.0 40.5 59.5 100.0 572.5 39.0 58.0 97.0 8.5 ] 5 l.5 3.0 

一
駐第二
F.K. 3.8 79.0 549・523.0 42.0 65.0 26.5 4.5 9 . .5 14.0 

ー表 内汁 3.5 15.0 15.5 30.5 570.0 14.0 14.5 28.5 16.5 l.O 1.0 2.0 一一」J
一 一 -- －－岨ーーーー，，＿”・・』ーー喧ーー『ー 一 一

質験第量四
N.F. 3.0 52.5 85.5 138.0 571.0 50.5 83.0 133.5 14.5 1.5 2.0 3.5 

肉汁 3.5 94.0 .573.5 26.5 50.0 76.ろ 14.0 I 4.5 13.0 17.5 ＝表ー一、J

感染＝使用シIJIレ黄色葡萄状球菌／；量ハ約0.0022c.c.ーシテ基液2.0c.c.中＝含有セラレタリ。

生浦液テ注射セラレタル揚合ト肉汁ア注射セラレタ Jレ揚合トノ遊出セJレ偲性 Lエオ

ジン寸噌好細胞ノ綿和テ比較シタルニ雨者ノ間ニ差異テ認ム Jレ事能ハザリキ，組織球性

細胞ノ綿和ニテモ亦生滴液或ハ肉汁テ夫々住射セラレタ Jレ揚合問者ノ間一大差テ見ず

リキ。

(3）喰細胞ノ和ハ生櫨液乃王肉汁ア注射セラレタル場合ヨリモ煮浦液ヲ注射セ ラレ

タル揚合ニ大ナリキ，然シナガラ生浦被テ注射セ ラレタJレ揚合ハ肉汁ノ；場合ヨリハ大

ナリキ。

(4）被I全菌数ノ和ハ煮潟液注射ノ際最大，生浦波注射f際ハ肉汁注射／際ヨリ大ナ

ル事前同様ナリキ。

(5）喰菌子教ニ於テモ亦煮櫨波注射ノ；揚合最大，生櫨液之ニ亜ギ肉i＇＋最小ナリキ

今第五表ヨ リ得タル喰菌作用ノ指標タ Jレ喰菌子教テ綿括的ニ比較シ以子生・煮雨滴

液並ニ肉汁（撃す照）ノ抗原性能動力テ数量的ニ論スソレ費トナ シタ リ。

Il 煮浦液 ：生浦、波 ＝ 177 : 100 

II） 煮靖液 ：肉汁＝ 79 : 30.5 = 259 : 100 

III） 生浦液：肉汁 ＝ 138 : 94 = 147・100
主ノ I)II) Ill)式 ヨリ次ノ結果テ得タ リ

煮穂波：生鴻波 ：肉汁 ヰ 2.6: 1.5・1
叙上ノ寅験結果ノ：示ス如ク議メ胸腔内感染テ行ヒ テ後 8時間テ経テ治療的ニ毒カテ

同一二シタル分量＝於ナJレ嘗該菌、生・煮南浦液並ニ肉汁（針J!賃）ラ該胸腔内ニ注射 シタ

ルニ胸腔液中ノ喰菌作用ノ ；示ス喰菌子敢ノ値ハ生漏液ハ肉汁（針j照）ノ 1.5倍ニ過ギザ
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レドモ煮液液ハ貫ニ 2.61高ナリキ，卸 チ煮i曜液ハ生櫨液ノf.-J21富（l.81喜）ニ及プモノタ

Jレ事明白ナリキ。

然 レドモ上蓮ノ ：貫験成績ハ」？クス 1ニテ決定セ Jレ最小致死量ア基準 トシテ家兎ー賂

附セJレテ以テ直＝之テ以テ家兎ニ針スル毒｝J同一下ユ於ナル 使用量 ト云 ヒ得サ’）I,,ハ勿

論ナレ ドモ生・煮雨滴液並ニ肉汁ノ針」？ヲス1最小致死量ノ 比帥チ1針 1.1針 1.2ノ割合

一之テ夫々家兎（2頭卒均）開豪約2lE静脈内ニ注入 シ共後一定時間ニ探血シタ ル血液寧

位容積一内白血球綿数及ピ100分率（第6表第4圃）ニ悶 レパ生・煮雨漏液ハ 毒カニ於テ略同

検

査

注射前

110’ 
法！(ii 

後！ 2401 
I 3601 

第 6表 各種抗内原 ／；針L~ ウ ス1最φ致白死玉量虫ユ図 Fレ努揺力（関一4闘世参ヲ照家）兎
血行 z注入セル際ノ血中血 鍛ノi劾 第

F.K. 1.0 c.c.注射 F.K. 1.1 c・C・注射 肉汁 1.X c.r.注射

白血球総理主 (%) 白血球練駿 (%) 白血球総数 (%) 

11,500 (100) 15,400 (100) 11 ,800 (100) 

10,800 ( !l4) 10,200 ( 66) 108,00 ( 92) 

1,800 （りの lti,300 (106) rn,ooo (110) 

:!/,]()() (2313) 2(),200 (170) 31,600 (268) 

1 :l,.)1川 (117) 22,100 (144) ::::,noo (287) 

Fi,OOll (130) 2::,..ion (152) 28, 700 (243) 

第 四圃 各種抗原用量ト血中白血球盟主 （第六表参照）

300 

]40" － .Joo’ 
ーナ リト考察シテ差支へナカルベ シ，自[lチ煮抗原ノ抗原性能動力最大ニシ天生抗原之

ニ次ギ肉rH針限）品小ナリ キ，生抗原ノ抗原性能動力ガ煮抗原ノ 夫ニ及バずリシハ自II

チ ~t抗原ハ発疫元 ト シテ完全ナルモノーハ非ス シ テ喰細胞ノ 1t1ii ニ 食喰作用ヲ阻止スル

（免疫阻止物質）L 1ムペヂン寸テ含有スルガ鴻ナリ然シL1ムペヂン「含有生抗原ニテモ

非特殊性抗原タル｜勾什（針moヨリハ向良ク喰細胞ニ賦前作用手輿へ喰菌作用テ持矯セ



富田．黄色葡萄状球的ノ！剛室内感染＝鈴スル同名碕生・煮雨兎 ij!j 

疫元ノ局所治療的乃長濠防的差別1J＝就テ

シメタ Jレ事ハ賞験ノ ：示ス所ナリ。

f開立：Lエオジ ン寸噌好細胞ノ出現数ノ略同様ナリシハ勿論各種抗原ノ毒JJ同一ナリシ

ニ起因ス Jレモ ノナレドモ喰菌子教ノ大小ト組織球性細胞出現数／大小卒行 Lタリシコ

トハ興味アル事貫ナリ（拙文胸腔局所発疫参照）。

8. 賓験第4 胸腔J感染Z封ス＇＂生漉漉乃至煮瀦液 J局所性操防的作用

賞験第1一第3ーテハ最初先ヅ健常家兎胸腔テ生活黄色葡萄欣球菌ノ注射ニ ヨリ テ感

染セシメモ欠デ生櫨液乃王ハ煮滴液テ注射シテ以テ其ノ治療的作用ニ於ク Jレ差別テ研究

シタリシガ本貫験ニアリテハ生菌感染 ノ代リニ死菌浮遊・液テ注射シテ胸腔ニ中毒テ来

サシメタ Jレ揚合ニ議メ注射セラレタリシ生・煮雨滴液が橡防的意味ニ於テ如何ナJレ差

異テ示スカテ究メ ント歓ス。蓋シ此ノ 揚合ノ差別ハマタ感染ニ劉ス Jレ珠防的効果ノ差

別 テモ表示スJレモノナレバナ リ。

IWチ健常家兎（2頭宛）ノ左右胸腔内ニ強メ黄色葡萄ilk球菌生櫨液ノ劉L＇°クス寸最小

致死量3.0詫 テ． 他側胸腔内ーハ同名菌煮i慮液3.3詫テ注射シ置キ '.J4時間後ニ於芳同名

宛菌浮遊－波 2.0詫テ雨側胸腔内ニ夫々注射シ 30分目ヨリ 24時間目迄ノ経過中ーテ者fl

合 6回二亘リ胸腔液テ採取シ喰蘭作用テ検査シ得タノレ結果ノ、第 7表，第 5闘ニ示サレ

タリ。

第 7表 額甥息詰税務官？際競；震雲寺本
ljl Iレ後＝於ケル胸腔．内日食燈作用（第5閣参照）

家｜騒臨司書7理｜併説話｜説副｜大草核細胞｜肥粋細施！？
兎陸自1::J喰｜菌 ｜子｜%｜喰｜菌防育問T%1喰i菌｜ムー雨戸T%

民
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所見概括

(1)第7説家兎左右雨側胸腔波共ニ 6時間迄ハ淡黄色混濁セ Jレ稀薄液ナレドモ24時間

目ニ至リ右側（煮浦液）胸腔液ハ淡旋ナル粘閑液ナリキ，左側（生浦波）ハ淡黄褐色ニシ

テ粘桐ナル膿汁様液ナリキ，第8説家兎雨側胸腔液ハ6時間迄ハ第 7競家兎同様淡賞不

透明ナ Jレ稀薄液ニシテ24時間目ニハ粘桐ノ度テI曾シタリ。

(2）遊走細胞／百分率及時間的消長ハ失ノ：如シ

慢性Lエ才 ジン「噌好細胞ハ遊走細胞中最多ナ Jレコト質験第 1一第3ノ結』~ト同様ニシ

テ菌波注射後30分間ユ於テ生・煮雨滴波共.：：.95%内外ナリシ毛ノガ其後漸次減少ノ傾

向テ示シ4時間ー シテ再ピ増加シタリ， 生櫨液側ハ98.5%トナリ煮描液側96.5%トナリ

タリ，其後ハ叉々減少シテ24時間目ーハ途ニ雨者ノ揚合：80%強トナリ タリ， ｛毘性 Lエ

オジン寸噌好制II胞ノ綿和ニ於テハ生・煮南櫨液ノ間ニ差異テ認メ難ク前者ハ549.5後者

ノ、556ナリキ

異性」エオ ジン「噌好細胞ハ＿2.0%以下淋巴球モ 3.5%以下ニシテ共ニ一定ノ意味ナカ

リキ

大軍緩細胞ハ注射後 1時間目ニ於テ己ニ出現数可ナリ多ク生j南波ノ場合4.5%煮櫨波

／；場合5.5%ーシテ共後減少ノ ftliテ示セドモ24時間目ニハ再ピ培加シテ 13乃至 15%ト

ナリ タリ，綿平日数ニ於テハ生滴液針煮靖波＝25; 34.5=100（生） ; 138 （煮）ーシテ後者大

ナリキ。

(3）細菌テ食喰スJレ細胞，、主ニf毘，I

胞敢ノ、生櫨液側41煮櫨液側52ナリキ（第 7表）。

(4）被喰菌数ハ生漉液側90.5煮浦波例IJlll＝シテ煮浦波ノ揚合大ナリキ｛ダ7表）。

(5）喰菌子数モ亦煮櫨液側大ニ シテ綿和教163テ算シ2時間日ソノm賭ナリキ。生浦
液側ノ綿和敏ハ131.5ニシテ生鴻液針煮措技＝100: 124トナリ時間的ニハ1時間目大ニ
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疫元ノ局所治療的乃至橡防的差別：J：就 テ

シテ6時間目迄蟹化少ク24時間目ニ至 リ煮櫨波／；揚合ト卒行 シテ上昇・セリ内

9. 賓験第5。胸腔J感染＝劃ス＇＂煮漉液 J局所性強防的作用

健常家兎 2頭宛ノ左右胸腔内ニ黄色葡萄AA球菌煮櫨液3.3詫乃至肉汁3.5詫テ議メ注

射シテ 24時間テ経過シタ Jレ後ニ至 リ同名死菌浮遊液2.0姥宛テ雨側胸腔内ニ注射シタ

リ，共後一定時間ニ胸腔液テ探取シ喰菌作用テ検シ得タ Jレ成績ハ第8表第6闘ニ示サレ

タリ。

第 8表 家兎胸腔内＝黄色葡萄状球菌培養煮鴻液及ピ肉汁7注
射シ24時間後＝至リ同名死菌ヲ以テ胸腔／感染ヲ行ヒ
タル後＝於ケJレ胸腔内日食菌作用 （第六園華民照）

家 菌液経過胸射種遊走個細胞

号協同伝説｜湖町帥細胞埜股抗百 中

往時内原 I I %｜喰！菌 % ｜喰｜ 菌 % ｜喰l菌%｜喰l菌 %兎会開注液類喰菌 子

。及波 一 F.K. 3.5 95.0 2.5 3.5 。。。2.5 1.0 2.0 。。。2.5 
十
肉汁 1.0 3.0 4.0 。7~5 1.0 3.0 0.5 。。0.5 。。。。。1.5 10披 分

同 F.K. 8.0 14.0 22.0 96.0 8.0 14.0 。。。2.0 。。。。。2.0 
時
内汁 4.0 6.0 10.0 %.5 3.5 5.5 。。。3.5 0.5 0.5 。。。1.0 J: 間

同 一 1.5 F.K. 11.5 25.5 37.0 93.5 11.0 25.0 1.0 。。 0.5 0.5 。。。4.0 時
内汁 5.5 12.5 18.0 97.5 5.5 12.5 。。。1.0 。。。。。1.5 

上 間

同 四 F.K. 16.0 39 . .5 55.5 96.5 1 o.O 39.5 。。。3.0 。。。。。0.5 
時
肉汁 10.5 23.5 34.0 ¥J6.0 10.0 22.5 。。。3.0 0.5 1.0 。。。1.0 

上 間

同 占，、
F.K.. 15.5 46.0 61.5 93.0 15.0 40.5 。。。6.5 0.5 0.5 。。。0.5 

時
肉汁 7.0 14.0 21.0 94.5 7.0 14.0 。。。5.0 。。。。。0.5 上 間

同廿 I 。。5.5 時~ F. K. 16.5 40.01 56.5 73.514.0 37.0 0.5 0 0 20.5 2.5 3.0 0 
上関 肉汁 16.529.5 46.0 12.014.0 26.0 0.5 0 0 23.0 2.5 3.5 0 。。4.5 

一一 一一

線利幅 l！！： ~i1~~加 1~~： gj ~：~j ロI I I 1 
第穴園 胸胞内感染（黄色葡萄状球菌）＝遡スル同名前

煮首電波ノ1象防的作用 （第八表参照）
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所見概括

(1)家兎第9競左右南側胸腔液ハ死菌液注射後共ニ 6時間百迄淡黄不透明液ナレド

モ24時間目ニハ粘桐ノ度テ培シタリ，第10家兎ノ雨側胸院ノ採取液所見モ略々同様ナ

リキ。

(2）胸腔液中ノ慣性Lエオジン1 噌好細胞ノ出現ハ煮櫨液側ニ於テハ菌波注射後1時

間ーシテ%%テ示シ共後極メア徐々ニ減少シ 4時間二シテ再ピ 96%ニ迄建シ共後ハ漸

次減少シタリ，肉汁側ニ於テハ30分乃至 2時間目ニ 97.5%ニ建シ共後ハ徐々ニ減少セ

リ，｛慢性t＿ヱ才ジン1噌好細胞線和数ニ於テハ煮穂波劉肉汁＝547.5: 553 = 99 : 100ニ

シテ雨者ノ問ニ殆ンド差異テ認メラレずりキ

組織球ノ出現ハ時間ノ経過スルニ従ヒテ増加シ菌波注射後24時間目ニ至リ テ 20

%以上ニ建セリ.6回検査ノ綿和敢ニ於テ煮詰置液側モ肉汁側モ共ニ 36%ニシテ同教ナ

リキ。

(3）細菌テ食喰シツ、アJレ喰細胞敷ノ和ニ於テハ煮i曜液針肉汁＝71: 44.5= 159 : 

100ナリ キ。

(4）被喰商数ノ和ハ煮繍液側大ニ シテ170.5肉汁側小一 シテ88.5ナリキ。

(5）喰菌子教モ亦肉汁側ヨリモ煮滴液側大ニシテ 241.5・133，卸チ 181（煮） : 100 
（肉汁〉ナリ キ。

喰菌子教ノ時間的消長テ煮浦液側ニ就テ槻Jレニ注射後徐々 ニ持績的ニ増加シ 4時間

或ハ6時間目トナルニ及ピテ最モ旺盛ニシテ 60テ算シ其後ハ多少減少ノ傾テ示シタリ，

肉汁側ニテモ同様注射後徐々ニ増加シ4時間目ニ至リ履モ多数34トナリ共後6時間目ニ

至リ減少シ24時間目トナルニ及ピ再ピ増加シタリ，煮繍波及ピ肉n1：示ス喰菌子教ノ
大小ハ共ノ曲線ノ上ニ額著ニ現ハレタリの

10. 賓験第6。胸腔J感染＝劃ス＇＂生溜液 J局所性議防作用

健常家兎（2頭宛）胸腔ノ各偏側ニ生諸液並ニ肉汁ノ針L＂＇ウス1 最小致死量（3.0耗及

ピ3.5姥） テ注射シ24時間後死菌浮遊波2.0姥宛テ注射シタ リ， 共後 30分間ヨリ24時間

目迄／経過中ニ都合6回胸腔波テ探取シテ喰菌作用テ検査シタル成績ハ第 9表，第7fit.'il

ニ掲ゲラレタリ。



富田黄色葡稲扶玉事前ノ胸腔内感染＝到スル同名菌生・煮爾免 .).!) 

疫元ノ局所治療的乃至綾防的差別；）＝・就テ

第 9表 家兎胸腔内＝黄色葡萄状球菌培養生滅液及ピ内叶ヲ
注射シ24時間後＝至H同名手E菌液ヲ以テ胸腔ノ感染
ヲ行ヒタル後＝於ケル胸腔内喰菌作用（第 7闘参照）

菌液経胸射種 選走細胞中 ～「副Y戸 ！ 宮家 過腔抗 百個 ン 好細胞 細胞大草核細胞肥勝細胞

兎桂日寺内原
喰｜菌｜子 %｜ 喰｜菌%｜喰｜蘭 %1喰l蘭 ！%｜喰i商会問法液類

11~虎 N.F. Ui! 2.5 1.5 2.r. 。｛｝ 。。。 。。！。。;:i.o 
1及2君主
十
内汁 1.0 2.0 3. 99.0 1.0 2.0 

。。。0.5: 0 。(J 。。0.5 
分

同 一 N.F. 9.0 15.0 24. 88.5 S.5 12.5 0.5 。0 。。5.5 
時
内汁 7.5 10.0 17. 92.0 7.5 10.0 1.5 

。。2. 0 0 。。4.5 
上 間

I有j ー 5.0 11.0 95.0 5.011.0 0.5 。。3. 0 0 。N.F. 16.0 。2.5 
時
肉汁 6.0 13.0 19.0 1.5 。。2.. 0 0 。。1.5 

上 問

同 四 N.F. 8.5i 12.5 21.0 94.5 8.0110.5 2.0 。。5. 0.5 0 ｛） 。1.0 
時
肉汁 7.0 15.5 22.5 !!7.0 7.015.5 1.0 。。2. 0 0 。。。

上 間

同 t-" 、N.F. 5.5 8.5 14.0 !14.0 5.5 8.5 1.0 。。3. () 0 。。2.0 
日寺
肉rt 4.5 5.5 10.0 94.0 4.5 5.5 。。。5. 0 0 。。1.0 

上 問

Iii宥』 ・U‘ 
N.F. 14.0！明 24.0 3R.O 82.51 9.0 12.5 。。。 ｛） 。2.5 自広寺場

上問
肉汁 4 9.5 14.0 86.5 4.5 9.5 2.5 。。9.5 0 0 。。1.5 

総和 I~·~ /:g：~／ ~~：~f 1 ~~：gf：；；体障：~1
I I I~~：~！ 66 01166 01 j ) 

第七困 胸腔内感染（黄色葡萄状球菌）＝聖書スル同名

菌生総液l'j象防的作用 （第九表参照）

40 

l /. /'l.F 

~~01· l~戸

2今

一一一＋生ぬ泊u主年f後経il:i.時間

所見概括

(1)第 lH虎家兎ノ雨側胸腔液ハ死菌波注入後 6時間目迄ハ淡黄色不透明ノ稀薄液ニ

シテ24時間同ニ至リ右側液（生櫨波）ハ淡黄赤色粘欄ナル膿汁様ノ観アリタリ，而シテ

左側液（肉汁）ハ淡黄色テ呈スレドモ粘欄ノ度強ク混濁セリ， 第 12鞭家兎ノ聞側胸腔液

ノ、死菌波注入後6時間迄ハ淡黄混濁セル稀薄液ナレドモ 24時間目ニ至 リ強ク混濁シテ

粘欄ノ度テ増セリ。
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(2）遊走細胞中慣性 Lヱ才ジン1噌好細胞ノ：多数ナルコト賞験第4,5ト同様ニシテ菌

液注射後ヨリ 6時間迄ハ殆ンド90%以上品シテ動揺甚ダシカラズ，24時間後・ニハ減少シ

テ約80%トナリタリ， f自性」エ才ジ ン寸噌好細胞ノ綿教ニ於テモ生浦液針肉汁＝551.5;

563=98; 100ニシテ雨者ノ間ニ認ムベキ差別ナカリキ

肥幹細胞ノ出現無ク異性Lエ才ジン1噌好細胞ノ出現数モ亦少ク一定ノ意義ナカリキ

組織球性細胞モ菌波注射後徐々ニ増加シ 24時間目ニ最モ多カリキ其ノ和ニ於テハ生

浦液謝肉汁＝32.5: 21.5=151 : 100ニシテ生櫨液側大ナリキ。

(3）喰細胞数ハ綿和ニ於テ生鴻液謝肉汁＝43.5:30.5ニシテ被喰菌数ノソレハ生鴻

液針肉H==73.5: 55.Sナリキ。

(4）喰菌子教ハ生精液針肉汁＝117: 86=136 ; 100ナリキ。

(5）喰菌子教ノ時間的推移ハ注射後6時間目迄動指甚グシカラザル壬生櫨波及ピ肉

汁／揚合相Eニー上ー下シテ差異テ認、メ得ザリキ， 24時間後ニ歪リ生櫨液ノ場合｝ t 

多少上昇シタリ。

11. 所見穂括及ピ考究

第7表乃至9表テ綿括シ元第10表テ得タリ。

第 10表 胸腔ノ：黄色葡補校球菌感染＝望号スル同名菌生・煮爾
？慮液n家防作用（喰菌作用）ノj総括（第7、局、9表参照）

続細胞百個中 ｜仮性Lエオジy晴好細胞！ 大輔細胞「組制）

喰 i菌｜子｜ % ｜喰 l萄｜子｜ % ｜喰｜菌 ｜子
両日川 549.5140.山恥1 -3よ山可示r；；~－

中毒用策色葡萄状球菌Lワクチン υ、基液2.0c.c.＝シテ此中＝約0.0028c.c.ノ
死蔵飽含有セラレタリ。

(1)同一家兎ノ左右胸膜路内ニ夫々煮精液，生精液或ハ肉汁（針j照）テ議防的ニ注射シ

置キ共後24時間テ経過シテ死菌液ノ一定量テ注射セ ラレタ Jレ際ノ胸H室内ニ遊出セル｛民

性Lエオジン1曙好細胞ノ；敢ニ於fハ三者（煮・生・肉汁）ノ間ニ認ムペキ差異ナカリキ。
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疫元ノ局所治療的乃~古島防的差別ー就テ

(2）組織球ノ出現数テ槻Jレニ煮漉液胸腔ニ於テハ生櫨液胸腔ヨリモ大一シア，肉汁

テ注射セラレタル側ヨリハ生櫨液テ注射セラレタル側ノ方旺盛ナリキ。然シナガラ煮

i慮液及ピ肉汁テ注射セラレタル揚合ニハ雨者ノ間ニ差異テ認J得ザリキ（第10表）。

肥酔細胞ハ多クノ；揚合rn現スルコト無ク震性 Lエオジン1噌好科ll胞，淋巴球ノ出現共

ニ僅少ナリキ。

(3）細菌テ最モ佳ク食喰スルモノハ慢性 Lエ才ジン1噌好細胞及ビ組織球性細胞7リ

キ。

(4）喰細胞教及ピ被喰菌数ノ大小ハ煮i癒波，生繍液，肉汁（封限） / II民序ナリキ。

(5）喰菌子教ノ：大小順序モ亦前同様ナレドモ肉汁ノ I喰菌子敢ノ｛直テ (100）トシ生・煮

雨滴液ノ喰菌子教ノ 100分率テ示セパ下ノ如シ。

I ）煮捕液： ：生協液＝ 163 : 131.5 = 124 : 100 

II）煮詰電波：肉 汁＝241.5 : 133 = 181 : 100 

Ill)生穂波：肉汁＝ 117 : 86.0 = 136 : 100 

以上ノ I)II) III）式ヨリ

煮鴻液： ：生櫨液 ：肉汁 ヰ1.8: 1.4 : 1 

印チ煮溶液ハ肉汁（針照） I 1.81喜，生櫨液ハ 1.4倍ーシテ煮・8置液ノ揚合最大ナルコト

明白ニ立誼tラレタリ。之ヲ寅験第1ー第3ノ揚合ト共ニ圃示シテ第8闘テ得タリ。

第八国 主主諸都謀議護f諜：~：：景~11霊祭二；j
3 
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以上ノ寅験成績ノ ；示ス如ク家兎胸腔内ニ強防的ニ生・煮雨発疫元乃至肉汁 ｛劉照）テ

注射シ置ナル後24時間ニシテ同名死菌開ガ侵入スルヤ胸腔内遊走細胞ハ良ク細胞テ食

喰セリ。該喰菌作作用ノ標徴タル喰菌了‘ニ依リテ各種発疫元ノ抗原性能動力テ午lj定セ

Jレニ煮抗原最大ーシテ生抗原之ニ斑ギ肉汁（封照）ハ最小ナリキ（第8岡曲線Il）。
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此等ノ結巣ハ貫験第1一第3ニ於クル生産I感染後治療的ニ注射セラレタル揚合／成績

ト全ク良ク合致シタリ（第8闘曲線I)。

貰験第1一第3ニ於テハ家兎雨側胸腔内ニ生菌ノ感染ガ行ハレタル後8時間ーシテ生・

煮雨発段元ヲ同一毒カノ下ニ同一家兎ー就テ左右胸腔内ニ夫々注射セラレタ Jレ揚合，

煮沸莞疫元テ注射セラレタル方ノ喰菌作用ハLfムペヂン寸テ含有シ居ル生発疫元（生

櫨波）テ注射セラレタ Jレ側ノ喰菌作用ヨリモ強大ナリキ。

同様ニ賞験第 4一第6ノ；如ク生・煮免疫元テ同一家兎ノ左右ノ胸院内ニ夫々注射セラ

レタル後 24時間後ニ至リア一定量ノ同名死菌テi注入ヤラレタル場合モ亦 I1ムペヂ

ン寸合符生免疫元側ノ1会菌作用ハ煮沸発疫元テ注射セラレタル側／ l喰菌作用ヨリモ弱

小ナリキ。此際胸腔内ニ於テ 24時間後モ猶L'fムペヂン1 ガ遊離シテ在在スル嬬ノ直

接作用ナリト思考スJレコト能ハズ。 24時間後一ハ己ニLfふペヂンつハ免疫元ト共ニ一

部ハ局所ノ細胞ヨリ描取セラレ一部ハ血行中或ハ淋巴液中一移行シテ胸腔内ニハ存在

セサ.）レモノナリト考Jレ方至首ナリ。帥チ貰験第1－第3ノ場合トハ趣テ異ユスルモノー

シテ該胸院内ニ於ナル免疫惜ノ産生機特テ指示スルノ事寅 ト認ムペキモ ノナリ。

是ニ由リテ之テ観レバL1ムペヂン1ハ一面自然喰菌作用テ直接ニ阻害シ他面ニハ之

ト相聞聯シア館内ニ於タJレ完疫獲得機特テ阻害スルモ J・ニシテL'fムペヂン寸含有生抗

原ハ同一毒力ノ下ニ於ナル煮抗原ヨリモ発疫獲得程度小トナ Jレモノタルコトガ明白ユ

立謹セ ラレタ リ。

12.結論

(1) 黄色爺萄欣球菌ノ：生菌テ以テ家兎胸腔ガ貫験的ニ感染セシメ ラレタJレ後（炎症

初期）間株生・煮浦波叉ハ肉汁テ均等毒力下ニ於テ治療的ニ該部ニ注射シタ ルニ胸腔中

ニ出現ス Jレ遊出細胞ノ：種類及ピ其｜時間的消長ハ次ノ如シ。

｛毘性しエオジン寸噌好細胞注射直後ヨリ 6時間迄ハ最モ旺盛ニ出現スレ共動揺ス

Jレコト少ク多クノ揚合 90%以上テ占メ共後徐々ニ減少シ24時間後ニハ80%内外ニ主主

シタリ。

貫性Lエオジン寸噌好細胞及ピ淋巴球共ニ出現数少ク一定／意義テ認、メ得ずリキ，而

シテ肥砕細胞ノ「H現ハ稀有ナリキ。大軍按細胞（組織球）注射後24時間同ニ至リ多数ニ

IH現セリ n

(2）煮詰置波テ注射セラレタ Jレ胸腔液ノ遊山細胞ノ喰菌株刷ハ生浦被テ注射セ ラレタ

Jレ胸腔液ノ遊走細胞ノ喰菌作用ヨリモ遺品旺盛ナリキ。

(3）而jシテ旺按ニ喰燈作用テ瞥ムモノハ慣性」エオ ジン1 噌好納l胞，組織球性申HJ胞及

ピ異性Lエオジン寸H番好細胞ーシテ他細胞ハ細菌テ食喰セずリキ。
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疫元ノJ局所治療的乃至橡防的差別jェ就テ

(4）抗原性能動カ（克疫元性能動力）ハ煮抗原ニ於テ大ニシア生抗原ニ於テハ弱小ナ

リキ。

(5）家兎胸H室内ニ橡防ノ目的テ以テ黄色葡萄欣球菌生 ・煮隅免疫5f::テ位射セラレタ

Jレ後同名菌テ注入シタルニ胸躍液中ニ出現スJI.-遊ー走細胞ノ：種類及ピ時間的推移ハ橡メ

感染セラレアル胸膜腔ニ向ツテ治療的ニ生・煮雨売疫元テ注入セシメ ラレタル揚合ト

略々同様ノ結果テ得タリ。

(6）生・煮雨免疫元ノ橡防的注射後同名菌ノ感染ニ遭クヤ生尭疫元注射側胸腔ノ喰

菌作用ヨリモ煮沸免疫元注射側胸腔内ノ喰菌作用ノ方ガ額著ニ旺盛ナリキ内

(7) Lイムベヂン「含有抗原（生穂波）存在ノ下ニ於テハ喰燈作用阻害セラJレ、ニ反シ

L fムペヂン1破却抗原（煮捕、液）存在ノ下ニ於テハ此ノ作用大ニ促進セ ラJレ。

(8) 一定量ノ L'fムベチン1含有抗原（生浦液〉乃至L'fムペヂン寸破却抗原（煮描液）

テ注射セラレタ Jレ局所（本質験ニテハ胸膜腔）ハ 24時間テ粧過シタノレ後ト雄モ其ノ局所

ニ著明ナJレ差別テ示スモノナリ。自Hチ生繍液側ヨリモ煮浦波側ノ；方ガ喰憧作用強大ナ

リ。是卸チL1ムペヂン「含有抗原ニヨリテ局所性乃王全身性発疫獲得ガ血害セラノレ、

ノ：事貫ト一致スJレモノナリ。

(9）以上立謹セラレタ Jレガ如ク黄色葡萄蹴球菌ノ煮沸発疫元ハ胸腔ノ同名菌侵入ニ

撃すシテ治療ノ：意味ニ於テモ強防ノ意味ニ於テモ何レモ生免疫元ヨリモ旺搭ナJレ喰菌作

用ア惹起セシム Jレモノナリ。而シテ他面ニ於テハ煮務尭疫元ノ喰菌作用昂進作用ニハ

菌種族問有性無キコトガ立詮セ ラレタリ。

(10) 故ニ黄色葡街欣球菌煮沸莞疫元ハ特殊性抗原ト シテモ叉或ハ非特殊性細胞賦

活抗原トシテモ何レモ優秀ナ Jレ効果テ示スモノニ Lテ感染ノ疑アJレ手術部位ニハ共ノ

胸腔タルト腹腔タノレト或ハ他ノ局所組織タ Jレトテ問ハス冶療7象防ノ意味ニ於テ局所性

ニ使用スJレコトハ頗Jレ合王型的ナリトス。而シテ這ハ胸腔外科ニ向ツテハ特ニ共ノ必要

ナJレテ認、ム。 （完）
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Unterschied zwischen dem Nativantigen und dem 

Koktoantigen in ihrer prophylaktischen bzw. thera司

oeutischen Wirkung beim Eindringen der Mikroben 

in die Brusthohle. 

Von 

M. Tomita. 

〔Ausdem Laboratorium der Kair. chir. TJniversitatsklinik Kyoto. 

(Prof. Dr. R. Torikata.）〕

Testmaterialien. 

1) NF  bzw. FK  20’oder Bσuillon. Von einer 24 stlindigen Bouillonkultur von 

Staphylococcus pyogenes aureus wurde das native Filtrat (NF) hergestellt. NF wurde 

des weiteren in einem bei roo。Csiedenden Wasserbade 20 Min. Jang erhitzt (FK 201). 
FK 20' sah wie NF wasserklar aus. Zur Kontrolle zog巴nwir noch die Bouillon, die 

als Nahrboden gedient hatte, heran. 

D.l.m. liir Mause betrug 3・0ccm bei NF, 3,3 ccm bei FK 2o' und 3,5 ccm bei 
Bouillon. 

z) Al{fschwemm・ung世onStαphylococcus pyogenesα’nreus zuηz Z悦,1eckeder Dザektion

der BrllSt!tu!de der Kaninc!ten. 1 ,o ccm des Mediums ( 0,85 proz. NaCトLi.isung)

enthielt ca. 0,0011 ccm virulenter Erreger aus einer 24 stiindigen Agarkultur. 

3) Stαphylokokken叫 kzinez111・Ve1・9前ωり derBrustlwlile normαler Kaninc!ten. 

1,0 ccm Medium (0,85 proz. NaCl-Losung) enthielt ca. 0,0014 ccm aus einer 24 

stiindigen 1¥garkultur stammende Staphylokokken, die <lurch eine halbstiindige Erhitzung 

bei 6o°C abget6tet warden waren. 

Bei den je aus 2 normalen kaninchen bestehenden Versuchsgruppen haben wir 

einerseits die Brusthohlen，《lie8 Standen vorher mit 1の・ulcntenSt乱phylokokkeninfiziert 

worden waren, <lurch die intrapleuralc Injektion von NF bzw. FK zo’oder Bouillon 

therapeutisch behamlelt. 

Bei den anderen Versuchsgruppcn haben wir zuniichst die Brusthohlen durch die 

intrapleurale Injektion von NF bzw. FK 2o' oder Bouillon vorbehandelt und 24 Standen 

cianach die Brusthohlen durch Jnjektionαbgetotetei・ 只taphylokokkenvergiftet. 

Die Ergebnisse der Versuche iiber die Phagozytose der Materia morbi in den 

Brusthi.ihlen sind aus den Tabellen I und II zu entnehmen. 
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in die Brusthohle. 

Tabelle I. 

Phagozytose in den Brusthol巾 n(der Kaninchen), die durch 6,0022 ccm virulenter Staphy-

lokokl世ninfiziert und 8 Stnnden spater mit Bouillon bzw. NF oder FK 201 therapeutisch 

intrapleural behandelt worden waren (Mittelwerte von je 2 eine Gruppe bildenden Ti児陀n).

Antigen 

FK 20〆

NF 

FK’：zo' 

Bouillon 

NF 

Bouillon 

Menge 

ccπ1 

3,3 

3,0 

3・3
3,5 

3,0 

3,5 

Unter loo Leulζozyten 
Fress. Iと

Gefr. Kokk. Phagozytat 

64,0 

40,5 

27,5 

15,0 

52・5 

31,0 

113,0 

59'5 

51,5 

15,5 

85,5 

63,0 

Tabelle II. 

177,0 

100,0 

79,0 

J0,5 

138,0 

94,0 

ラ4

177 

100 

259 

100 

147 

100 

Phagozytose in den Br山 thol巾n(der Kaninchen), die <lurch intrap!eurale prliventi,・e Injektion 

von Bouillon bzw. NF oder FK. 201 vorbehandelt und in die 24 Stunden spliter 0,0028 ccm 

abgdiit，ι公 Staph)lokokken,s山 pendiertin 2,0 ccm Medium, eingespritzt worden sind. 

Antigen 

FK 201 

NF 

Menge 

cc官1

3・3
3,0 

Fress. Z. 

52,0 

41,0 

Unter 100 Leukonzyten 

Gefr. Kokk. I Phagozytat 

111、。
9o,5 

163,0 

131,5 

BニI ~：~ i ::: I ＇~；：： I ::::! I 
NF 3,0 

Bouillon 3,5 

43.5 
3o,5 

73.5 

55,5 

Ergebnis. 

117,0 

86,o 

% 

124 

JOO 

136 

100 

Sowohl be1 <ler therapeutゐche.nals auch bei der prophyl.aktischen Verwendung fiihrte 

das Koktoαn均en( FK 2o') eine weit grossere Phagozytose der Materia morbi herbei als 

das korrespondierende Nativantigen (NF), und zwar bei einheitlicher fur Miiuse geltender 

D.1.m. {Autoreferat.) 


